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資料２（ R1 ） 聖句 讃美歌 406番「友とわかるる」

R1作成 2025年 3月 22日 岡本雅幸

① 申命記32:10-12

32:10 主は荒野の地で、荒涼とした荒れ地で彼を見つけ、これを抱き、世話をし、ご自分の瞳のように守られた。

32:11 鷲が巣のひなを呼び覚まし、そのひなの上を舞い、翼を広げてこれを取り、羽に乗せて行くように。

32:12 ただ【主】だけでこれを導き、主とともに異国の神はいなかった。

② マタイ23:37-38

23:37 エルサレム、エルサレム。預言者たちを殺し、自分に遣わされた人たちを石で打つ者よ。わたしは何度、

めんどりがひなを翼の下に集めるように、おまえの子らを集めようとしたことか。それなのに、おまえたちはそれ

を望まなかった。

23:38 見よ。おまえたちの家は、荒れ果てたまま見捨てられる。

③ エレミヤ23:23-24

23:23 わたしは近くにいれば、神なのか。──【主】のことば──遠くにいれば、神ではないのか。

23:24 人が隠れ場に身を隠したら、わたしはその人を見ることができないのか。──【主】のことば──天にも

地にも、わたしは満ちているではないか。──【主】のことば。

④ イザヤ57:15

57:15 いと高くあがめられ、永遠の住まいに住み、その名が聖である方が、こう仰せられる。「わたしは、高く聖

なる所に住み、砕かれた人、へりくだった人とともに住む。へりくだった人たちの霊を生かし、砕かれた人

たちの心を生かすためである。

⑤ 詩篇84:3-4

84:3 雀さえも住みかを 燕もひなを入れる巣をあなたの祭壇のところに得ます。万軍の【主】私の王私の神よ。

84:4 なんと幸いなことでしょう。あなたの家に住む人たちは。彼らはいつもあなたをほめたたえています。セラ

⑥ ヘブル11:13-16、39-40

11:13 これらの人たちはみな、信仰の人として死にました。約束のものを手に入れることはありませんでしたが、

はるか遠くにそれを見て喜び迎え、地上では旅人であり、寄留者であることを告白していました。

11:14 そのように言っている人たちは、自分の故郷を求めていることを明らかにしています。

11:15 もし彼らが思っていたのが、出て来た故郷だったなら、帰る機会はあったでしょう。

11:16 しかし実際には、彼らが憧れていたのは、もっと良い故郷、すなわち天の故郷でした。ですから神は、彼

らの神と呼ばれることを恥となさいませんでした。神が彼らのために都を用意されたのです。

．．．

11:39 これらの人たちはみな、その信仰によって称賛されましたが、約束されたものを手に入れることはありま

せんでした。

11:40 神は私たちのために、もっとすぐれたものを用意しておられたので、私たちを抜きにして、彼らが完全な

者とされることはなかったのです。
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⑦ ヨハネ15:12-17

15:12 わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合うこと、これがわたしの戒めです。

15:13 人が自分の友のためにいのちを捨てること、これよりも大きな愛はだれも持っていません。

15:14 わたしが命じることを行うなら、あなたがたはわたしの友です。

15:15 わたしはもう、あなたがたをしもべとは呼びません。しもべなら主人が何をするのか知らないからです。わ

たしはあなたがたを友と呼びました。父から聞いたことをすべて、あなたがたには知らせたからです。

15:16 あなたがたがわたしを選んだのではなく、わたしがあなたがたを選び、あなたがたを任命しました。それ

は、あなたがたが行って実を結び、その実が残るようになるため、また、あなたがたがわたしの名によって

父に求めるものをすべて、父が与えてくださるようになるためです。

15:17 あなたがたが互いに愛し合うこと、わたしはこれを、あなたがたに命じます。

⑧ 詩篇103:15-17、20-22

103:15 人その一生は草のよう。人は咲く。野の花のように。

103:16 風がそこを過ぎるとそれはもはやない。その場所さえもそれを知らない。

103:17 しかし【主】の恵みはとこしえからとこしえまで主を恐れる者の上にあり主の義はその子らの子たちに及

ぶ。

．．．

103:20 【主】をほめたたえよ主の御使いたちよ。みことばの声に聞き従いみことばを行う力ある勇士たちよ。

103:21 【主】をほめたたえよ主のすべての軍勢よ。主のみこころを行い主に仕える者たちよ。

103:22 【主】をほめたたえよすべて造られたものたちよ。主が治められるすべてのところで。わがたましいよ

【主】をほめたたえよ。


